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主論文弱熱耐性動物としてのナキウサギ (Pika:
whist1e rabbit)の生理学的特性
Physiological Characteristics of Pika 
(Ochotona rufescens rufescens) as a 









































サギ (n= 2)，家ウサギ (n= 2)の直腸温，呼
吸数の変化を測定。
⑥ 熱ショック蛋白 (HSPs)の誘導にはナキウサギ
(n = 5)，ウィスターラット (n= 5)を用いて，
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43-450Cの温水槽にて全身温熱負荷し，直腸温を
41. 8~430Cに 15分間保った。 20時間後， 10%SDS 
-PAGEによって肝臓の cytosol fraction に
HSPsの誘導の有無を検索した。
⑦ 本研究のデータは中国青海省の野生のナキウサギ
(Ochoiona curzoniae: nニ 31，Ochoiona can-








(n = 15)，家ウサギは17.0:t0.5%(n = 4)で
著明な有意差を示した。






36% (n==4)，ラット46%(n = 6)，家ウサギ

















































論文には“Physiological Characteristics of Pika 
(Ochotona rufescens rufescens) as a Weak Heat 




























関連した熱ショック蛋白 (Heat shock proteins 











日数は， 56週(約 1年 1か月)であり，実験動物モデ
ルとして妥当と考えられる。 4.Pikaにおいて，熱
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